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五
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

大
久
保
今
助
と
い
う
人
物
が

　
　
　
　
　
　

「
う
な
丼
」を
つ
く
る

　

１
２
０
０
年
余
前
の
万
葉
集
に
、『
石い

は

ま

ろ

麻
呂

に　

わ
れ
物も

の
ま
を申
す　

夏な

つ

や痩
せ
に　

よ
し
と
言い

ふ
も
の
ぞ　

鰻
う
な
ぎ

と
り
食め

せ
』と
い
う
大

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

（
７
１
８
年
～
７
８
５
年
）
の
歌
が
あ
る
が
、

日
本
食
物
史
年
表
の
一
頁
に
は
、『
文
化
11
年

（
１
８
１
４
年
）、
大
久
保
今
助
が
鰻
の
蒲か

ば
や焼

き

と
飯
を
一
緒
に
蒸
し
て
鰻う

な
ど
ん丼
を
つ
く
る
』と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

時（
文
化
11
年
・
１
８
１
４
年
）の
江
戸
幕
府

の
徳
川
将
軍
は
第
11
代
の
家い

え
な
り斉

で
あ
っ
た
。

　

今
助
は
、
こ
の
年
夏
、
江
戸
を
た
っ
て
水
戸

街
道
を
所
用
の
た
め
生
家
の
あ
る
常
陸
国
久
慈

郡
亀
作
村（
現
在
の
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）へ
向

か
っ
て
い
た
。
下
総
国
相
馬
郡
の
藤
代
宿
で
一

泊
、
宮
和
田
か
ら
小
貝
川
を
渡
し
船
で
小
通
幸

谷
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
常
陸
国
の
河
内
郡
で
、

水
戸
街
道
は
若
柴
宿
に
入
り
、
さ
ら
に
西
進
す

る
と
牛
久
宿
に
達
す
る
の
で
あ
っ
た
。
が
、
若

柴
宿
を
通
ら
ず
に
、
牛
久
沼
を
渡
し
船
で
横
切

る
方
が
ず
っ
と
近
道
で
あ
っ
た
。
今
助
は
、
八

間
堀
堤（
土
手
）の
上
の
道
を
進
み
、
稗ひ

え
が
ら柄

村（
現

龍
ケ
崎
市
）の
堰せ

き（
八
間
堀
の
落
と
し
口
）付
近

の
葦よ

し
ず簾
張
り
の
茶
屋
に
入
っ
た
。
茶
屋
で
は
、

飯め
し

と
牛
久
沼
で
捕
れ
る
鰻
の
蒲
焼
き
も
出
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
女お

か
み将

に
頼
ん
だ
。
し
ば

ら
く
し
て
、
出
て
き
た
丼

ど
ん
ぶ
り
め
し

飯（
当
時
は
木
製
の

蓋ふ
た

付
き
椀わ

ん

）と
鰻
の
蒲
焼
き
に
箸は

し

を
つ
け
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
に
、
法ほ

ら

が

い

螺
貝
が
鳴
り
、「
船
が
出

る
ぞ
！
」と
船
頭
の
声
が
聞
こ
え
た
。
今
助
は

と
っ
さ
に
女
将
に
断
り
、
丼
飯
の
上
に
鰻
の
蒲

焼
き
を
の
せ
、
蓋
を
か
ぶ
せ
て
、
持
ち
合
わ
せ

の
風ふ

ろ

し

き

呂
敷
で
包
み
、
そ
れ
を
手
で
ぶ
ら
さ
げ
渡

し
船
に
乗
っ
た
。（
今
の
時
間
で
10
分
余
）渡
し

船
は
河
内
郡
城
中
村
根
古
屋
坪
の
渡
し
場
に

着
い
た
。
渡
し
場
の
森
の
木
陰
に
置
か
れ
て
い

る
縁え

ん
だ
い台
に
腰
を
下
ろ
し
、
丼
飯
の
蓋
を
と
っ
た
。

空
腹
だ
っ
た
の
で
う
ま
か
っ
た
。
飯
の
熱
で
鰻

の
た
れ
の
付
け
焼
き
が
適
度
に
蒸
さ
れ
、
独
特

の
香
り
と
味
が
し
た
。

　

今
助
は
江
戸
に
戻
っ
た
。
彼
は
、
当
時
、
第

一
流
の
格
式
を
誇
る
浮う

き

よ

こ

う

じ

世
小
路
・
中な

か
す洲（
現
中

央
区
）の
料
理
茶
屋
で
、多
忙
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

度
々
、
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る「
丼
飯
に
鰻
の
蒲

焼
き
を
の
せ
る
」、後
の『
う
な
丼
』を
特
注
し
た
。

　

話
は
少
し
戻
る
が
、
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳

川
光
圀
の
重
臣
の
中
に『
う
な
ぎ
の
養
殖
』を
唱

え
る
者
が
い
た
。

大
久
保
今
助
は
歌
舞
伎
大
物
興
行
師

　

―

献
金
で
水
戸
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る―

　

今
助
は
、
宝
暦
７
年（
１
７
５
７
年
）に
常

陸
国
久
慈
郡
亀
作
村（
現
常
陸
太
田
市
）の
農

家
で
生
ま
れ
、
13
歳
の
時
に
江
戸
に
出
て
、

辛
苦
の
道
を
辿
り
、
巨
富
を
蓄
え
た
。

　

今
助
が
江
戸
に
出
た
こ
ろ
の
明
和
８
年

（
１
７
７
１
年
）に
つ
く
ら
れ
た
川
柳『
江
戸
っ
子

の
わ
ら
ん
じ
を
は
く
ら
ん
が
し
さ
』で
、「
江
戸
っ

子
」と
い
う
言
葉
が
初
め
て
世
に
出
て
い
る
。

　

江
戸
の
日
本
橋
は『
日
本
に
一
つ
は
橋
の
一

里
塚
』
と
川
柳
に
詠
ま
れ
、
五
街
道
の
起
点

に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
橋
と
京
橋
の

間
は
日
本
橋
大
通
り（
東
海
道
で
も
）で
あ
っ

た
。
日
本
橋
大
通
り
の
北
側（
南
側
は
町
屋
）

は
武
家
屋
敷
で
、
そ
の
一
角
に
は
幕
府
御
用

絵え

し

か

の

う

師
狩
野
邸
と
東
海
道
53
次つ

ぎ

の
絵
で
有
名
な

広
重（
安
藤
）邸
が
隣
り
合
わ
せ
て
い
て
、
今

助
邸
も
京
橋
近
く
に
あ
っ
た
。

　

「
日ひ

せ
ん
り
ょ
う

千
両
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
歌
舞
伎
常
設
劇
場
が
あ
っ
た
芝し

ば

い居
町
に

は
、
一
日
に
莫
大
な
金
が
落
ち
る
と
い
う
意

味
だ
っ
た
。
芝
居
町
は
、
江
戸
三
座
と
呼
ば

れ
る
中
村
座
、
市
村
座
、
森
田
座
の
常
設
劇

場
周
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
形
成
さ
れ
た
町
だ
。

　

歌
舞
伎
は
上か

み
が
た方（

京
都
・
大
阪
）で
お
こ
り
、

大
人
の
男
優（
女
の
役
も
演
じ
た
）だ
け
が
出

演
す
る
芝
居
の
興
業
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
歌
舞
伎
最
古（
開
祖
で
も
あ
る
）中
村
座

は
堺
町（
現
中
央
区
）の
常
設
劇
場
で
興
業
が

許
さ
れ
て
い
た
。
今
助
は「
京
橋
様
」と
呼
ば

れ
る
大
物
金き

ん
か
た方（

歌
舞
伎
興
行
の
資
本
提
供
者

を
さ
し
、
金き

ん
じ
ゅ主
と
も
い
う
）で
、
中
村
座
の
興

業
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

一
方
で
今
助
は
、
出
身
地
が
水
戸
藩
領
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
石
川
御
門
外
の

同
藩
上
屋
敷
に
頻
繁
に
出
入
り
し
た
。
献
金

に
よ
っ
て
士
籍
に
列
し
、
江
戸
詰
家
老
榊
原

照
昌
の
股こ

こ

う肱
の
臣
と
な
っ
て
累る

い
し
ん進
し
、
五
百

石
取
り
、
さ
ら
に
文
政
12
年（
１
８
２
９
年
）

に
は
七
百
石
取
り
に
進
ん
で
、
中
士
の
上
位

の
身
分
を
得
て
い
た
。
が
、
同
年
12
月
に
水

戸
藩
９
代
藩
主
斉な

り
あ
き昭

擁
立
に
反
対
の
立
場

を
と
っ
た
た
め
、
水
戸
に
閑
居
を
命
じ
ら
れ

た
。
今
助
失
脚
後
、『
雲く

も

い井
ま
で
登
詰
め
た

奴や
っ
こ
た
こ
い
と
め

凧
糸
目
が
切
れ
て
落
る
今
助
』
と
落
首
に

も
詠
ま
れ
、
天
保
５
年（
１
８
３
４
年
）２
月
、

高
い
身
分
に
成
り
上
が
っ
て
没
落
す
る
77
年

の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

※
大
久
保
今
助
に
関
す
る
諸
資
料
は
公
益
財

団
法
人
松
竹
大
谷
図
書
館
提
供
。

うな丼発祥地・牛久沼渡し場の森跡

―現在の牛久市城中町字根古屋地内―

各時代の歴史よりこぼれ話
う
な
丼
発
祥
地
は
牛
久
沼
渡
し
場
の
森
跡

―

現
在
の
牛
久
市
城
中
町
字
根
古
屋―


